
  

１０
月
４
日
午
後
、
大
阪
平
和
委
員

会
主
催
で
「
平
和
学
校
」
が
１８
人
の

参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

大
阪
市
廃
止
か
否
か
を
決
す
る

「
住
民
投
票
」
が
１２
日
に
告
示
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
り
、
授
業
の
テ
ー
マ

は
「
看
板
に
偽
り
あ
り―

こ
れ
が
大

阪
都
構
想
」
、
講
師
は
大
都
市
制
度

(

特
別
区
設
置)

協
議
会
（
法
定
協
議

会
）
な
ど
の
議
論
を
ず
っ
と
追
っ
て

き
た
元
「
毎
日
」
記
者
の
幸
田
泉
氏
。 

幸
田
氏
は
、
１１
頁
に
わ
た
る
テ
キ

ス
ト(

面
白
い
イ
ラ
ス
ト
が
い
っ
ぱ

い
掲
載
さ
れ
好
評)

を
み
ん
な
に
配

り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
使
い
、
１
時

間
の
授
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
以

下
は
そ
の
要
旨
。 

「
大
阪
都
構
想
の
二
大
看
板
は
、

①
二
重
行
政
の
解
消―

大
阪
府
市
の

二
重
行
政
を
な
く
す
。
二
重
行
政
の

無
駄
が
な
く
な
り
大
阪
は
成
長
す
る
、

②
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー―

大
阪
市
４

分
割
で
自
治
体
が
小
さ
く
な
り
、
市

民
の
声
が
行
政
に
届
き
や
す
く
な
る
。

大
阪
都
構
想
の
制
度
案(

第
３５
回
法

廷
協
議
会
に
提
出)

を
見
る
と
、
こ
の

二
つ
の
看
板
は
ま
さ
し
く
看
板
倒
れ

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
阪
市
を

廃
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
重
行 

        

   

政
の
無
駄
が
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、

ま
す
ま
す
行
政
運
営
コ
ス
ト
が
膨
ら

む
。
特
別
区
長
は
ど
れ
だ
け
市
民
の

要
望
を
聞
い
た
区
政
を
や
ろ
う
と
も
、

特
別
区
に
は
カ
ネ
が
な
い
。
」 

「
２
０
１
５
年
５
月
の
住
民
投
票
で

は
６９
万
対
７０
万
の
僅
差
で
大
阪
市

廃
止
を
阻
止
し
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
劣
化
や
区
役
所
が
な
く
な
る
こ
と

を
不
安
に
感
じ
た
人
が
多
か
っ
た
た

め
だ
。
今
回
は
『
区
役
所
は
存
続
す

る
』
、
『
大
阪
市
は
実
施
し
て
き
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
す
る
』（
特
別
区

設
置
協
定
書
）
と
明
記
し
て
、
前
回
反

対
し
た
人
を
賛
成
に
変
え
る
た
め
の

姑
息
な
方
法
も
と
っ
て
き
て
い
る
」 

 

幸
田
氏
は
こ
の
授
業
の
あ
と
３０
分

に
わ
た
り
丁
寧
に
参
加
者
の
質
問
に

答
え
ま
し
た
。 

な
お
、
西
晃
会
長(
弁
護
士)

が
授

業
前
に
開
校
を
宣
言
し
、
閉
校
後
に

幸
田
氏
の
授
業
へ
の
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。 

   

菅
義
偉
首
相
が
、
日
本
学
術
会
議

が
推
薦
し
た
会
員
候
補
１
０
５
人
の

う
ち
６
人
を
任
命
拒
否
し
た
問
題
で

大
阪
平
和
委
員
会
は
次
の
抗
議
文
を

菅
首
相
に
送
付
し
ま
し
た
。 

《
学
術
会
議
へ
の
不
当
な
政
治
介

入
を
や
め
、
任
命
拒
否
を
撤
回
せ
よ
》 

 

内
閣
総
理
大
臣
・
菅
義
偉 

殿 

 

菅
義
偉
首
相
は
、
日
本
学
術
会
議

が
推
薦
し
た
会
員
候
補
１
０
５
人
の

う
ち
６
人
の
任
命
を
拒
否
し
た
。
こ

れ
は
暴
挙
と
い
う
ほ
か
な
い
。
同
会

議
が
推
薦
し
た
候
補
が
任
命
さ
れ
な

か
っ
た
例
は
過
去
に
な
い
。
そ
れ
は
、

「
独
立
し
て…

職
務
を
行
う
」（
日
本

学
術
会
議
法
３
条
）
学
術
会
議
の
学

問
の
自
由
と
自
主
性
を
保
障
す
る
上

で
、
不
可
欠
な
原
則
だ
か
ら
で
あ
る
。

同
会
議
発
会
式
に
吉
田
茂
首
相
（
当

時
）
が
寄
せ
た
祝
辞
で
も
、
「
日
本
学

術
会
議
は
も
ち
ろ
ん
国
の
機
関
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
使
命
達
成
の
た

め
に
は
、
時
々
の
政
治
的
便
宜
の
た

め
の
掣
肘
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
高
度
の
自
主
性
が
与
え
ら
れ
て

お
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
１
９
８
３
年

に
会
員
の
公
選
制
か
ら
推
薦
制
に
変

え
た
同
法
改
正
の
際
の
国
会
答
弁
で

も
、
丹
羽
兵
助
総
理
府
総
務
長
官
（
当

時
）
が
、
政
府
の
干
渉
を
排
す
る
立
場

か
ら
、「
学
会
の
方
か
ら
推
薦
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
は
拒
否
は
し
な
い
」

と
明
言
し
て
い
た
。 

 

私
た
ち
は
日
本
学
術
会
議
法
に
反

し
、
憲
法
２３
条
の
「
学
問
の
自
由
は

こ
れ
を
保
障
す
る
」
と
の
明
確
な
条

項
を
踏
み
に
じ
る
違
憲
、
違
法
の
任

命
拒
否
を
、
た
だ
ち
に
撤
回
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

今
回
の
事
態
は
、
憲
法
を
破
壊
し

て
き
た
強
権
的
な
安
倍
政
治
を
全
面

継
承
す
る
と
す
る
菅
政
権
が
、
異
論

を
強
権
で
排
除
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的

体
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
ざ
ま

ざ
と
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
の

教
訓
は
、
学
問
の
自
由
を
侵
す
こ
と

が
、
戦
争
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
い
る
。
１
９
３
５
年
の
美

濃
部
達
吉
博
士
（
東
京
帝
国
大
学
教

授
、
憲
法
学
）
の
「
天
皇
機
関
説
」
へ

の
権
力
に
よ
る
攻
撃
が
、
中
国
侵
略
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
を
開
い

た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

私
た
ち
は
、
こ
の
政
権
の
一
刻
も

早
い
退
場
を
求
め
、
草
の
根
か
ら
の

平
和
運
動
と
市
民
と
野
党
の
共
闘
を

発
展
さ
せ
る
た
め
奮
闘
す
る
決
意
を
、

こ
こ
に
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。 

２
０
２
０
年
１０
月
２
日 

 

大
阪
平
和
委
員
会
会
長 

西 

晃 

   

大
阪
原
水
協
は
９
月
２６
日(

土)

午

前
１１
時
か
ら
正
午
ま
で
な
ん
ば
高
島

屋
前
で
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
デ
ー
」
宣

伝
行
動
を
２４
人
の
参
加
で
実
施
し
ま

し
た
。 

参
加
者
は
、
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る

組
と
署
名
版
を
も
っ
て
署
名
を
集
め

る
組
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

「
抑
止
力
と
い
う
の
は
、
い
ざ
と

い
う
時
に
、
核
兵
器
の
使
用
は
許
さ

れ
る
と
い
う
立
場
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
明

ら
か
に
し
た
も
の
の
一
つ
は
、
軍
事

力
、
と
り
わ
け
核
兵
器
が
、
ウ
イ
ル
ス

と
た
た
か
う
上
で
、
何
の
意
味
も
持

た
な
い
こ
と
で
す
」
と
訴
え
る
チ
ラ

シ
も
好
評
で
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
は
３
人
目
の
弁
士 

        

 

と
し
て
マ
イ
ク
で
訴
え
ま
し
た
。 

「
２
０
３
兆
円
に
上
る
世
界
の
軍

事
費
、
核
兵
器
開
発
に
注
が
れ
る
７
・

２
兆
円
も
の
お
金
。
こ
れ
ら
の
お
金

は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
に
回
す
べ

き
だ
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
も
゛
今

は
武
器
を
製
造
し
、
取
引
す
る
と
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
費
や

さ
れ
る
莫
大
な
資
産
は
、
人
々
を
い

や
し
、
い
の
ち
を
救
う
た
め
に
使
わ

れ
る
べ
き
で
す
゛
と
ミ
サ
で
語
っ
て

い
る
」 

吉
田
事
務
局
次
長
は
、
ひ
と
り
で

２０
筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
に
飛
び
入
り
参
加
し
た

若
者
は
「
僕
も
い
っ
し
ょ
に
撒
き
ま

す
」
と
言
い
友
だ
ち
と
待
ち
合
わ
せ

す
る
た
め
の
時
間
を
使
っ
て
チ
ラ
シ

を
配
っ
て
く
れ
ま
し
た(

写
真
右
端)

。 

ミ
ナ
ミ
、
吹
田
平
和
委
員
会
か
ら

も
参
加
し
、
署
名
集
め
と
チ
ラ
シ
配

り
を
行
い
ま
し
た
。 

                  

看
板
に
偽
り
あ
り―

大
阪
都
構
想 

 

任
命
拒
否
の
撤
回
を 

憲
法
会
議
９
の
日
宣
伝 

 

 

2020年 10月 25日（日曜日） 

2244号 

核
兵
器
廃
絶
国
際
デ
ー 

 

 

 

【１１月の行事案内】  
1日(日) 住民投票投開票 
4日(水) 大阪安保常任幹事会 10：00  

大阪平和委員会常任理事会 18:00 

7日(土) 東大阪平和学習 13：30 永和公民館 

「敵基地攻撃ってナニ？」上羽事務局長報告 
     八尾平和交流会 14:00 河内平和館 
9日(月) コップ２６(～20日＠グラスゴー) 

15日(日) 堺平和委員会 10：00～映画「沖縄」上映 
同総会 11：30～ 堺教育文化センター  

20日(金) 安保 23行動 12：00 淀屋橋 
21日(土) 日本平和大会オンライン 10：00～16：00 
26日(木) 原水協定期総会 19：00府社会福祉センター 
28日(土) 八尾総会 14：00 河内平和館 
1日(木) 「大阪市なくすな」オンライン集会 19:00 
４日(日) 役員検討委員会 13:30 
     住民投票に向け「平和学校」15:00 幸田泉



  ―

大
阪
市
な
く
し
た
ら
あ
か
ん―

 

９
月
２２
日
午
後
大
阪
平
和
友
好
３

団
体(

安
保
・
原
水
協
・
平
和
委
員
会)

は
「
明
る
い
会
」
の
要
請
に
応
じ
、
福

島
区
に
宣
伝
に
入
り
ま
し
た
。 

参
加
者
７
名
は
、
福
島
区
の
「
明
る

い
会
」
事
務
所
で
山
田
み
の
り
さ
ん

(

会
員)

の
指
示
に
従
っ
て
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
海
老
江
６
丁
目
な
ど

３
カ
所
で
明
る
い
会
の
ビ
ラ
計
１
０

０
０
枚
ほ
ど
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。 

目
的
地
に
行
く
途
中
も
通
行
人
に

ビ
ラ
を
渡
し
「
大
阪
市
な
く
し
た
ら

あ
か
ん
」
と
訴
え
る
と
、
「
わ
か
っ
て

る
」
と
反
応
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

な
お
、
北
区
平
和
委
員
会
か
ら
も

２
名
参
加
し
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
友
好
団
体
連
絡
会
は
住

民
投
票
の
告
示
日
に
あ
た
る
１０
月

１２
日
正
午
よ
り
小
一
時
間
に
わ
た
り

空
堀
商
店
街
で
昼
食
を
取
り
に
で
て

き
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
主
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
宣
伝

行
動
」
を
１８
人
で
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、「
都
構
想
反
対
！
」「
大

阪
市
の
力
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
！
大
阪

市
を
廃
止
し
特
別
区
を
設
置
す
る
こ

と
に
反
対
」
と
表
示
し
た
厚
手
の 

プ
ラ
カ
ー
ド
を
首
に
か
け
て
交
差
点 

         

に
立
ち
、
通
行
人
に
「
住
民
投
票
ま
る

わ
か
り
」
パ
ン
フ
を
配
り
、
「
大
阪
市

な
く
さ
ん
と
い
て
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

大
保
連
の
若
い
組
合
員
も
昼
食
休

憩
を
利
用
し
こ
の
行
動
に
１０
名
参
加

し
、
通
り
が
か
る
人
に
大
阪
市
を
廃

止
し
特
別
区
を
設
置
す
る
こ
と
に
反

対
か
賛
成
か
シ
ー
ル
で
投
票
し
て
も

ら
う
行
動
も
行
い
ま
し
た
。 

大
保
連
の
若
い
人
た
ち
の
参
加
で

一
層
元
気
の
出
る
宣
伝
行
動
で
し
た
。 

   
 

９
月
１９
日(

土)
 

都
島
平
和
の
会

第
４
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
６
月
開
催
の
予
定
で
し
た
が

コ
ロ
ナ
感
染
の
心
配
が
あ
り
、
延
び

延
び
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。 

大
阪
市
廃
止
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
で
の
勝
利
に
向
け
た
運
動
に
力

点
を
置
く
関
係
も
あ
り
、
ま
た
、
会

場
も
「
３
蜜
」
を
避
け
る
た
め
人
数

制
限
を
設
け
ま
し
た
。 

会
員
目
標
１
０
０
人
を
３
人
超
過

で
達
成
し
、
喜
び
の
中
で
迎
え
た
総

会
だ
け
に
、
い
い
雰
囲
気
の
な
か
、

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
な

ど
気
軽
に
出
し
合
い
ま
し
た
。 

         

 

一
人
が
一
人
を
増
や
す
誰
で
も
で

き
る
「
仲
間
増
や
し
」
運
動
が
議
案

書
で
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
拡
大
表

彰
も
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
総
会
に
は
近
藤
正
・
大
阪
平

和
委
員
会
理
事
長
も
お
祝
い
に
駆
け

付
け
ま
し
た
。 

   

９
月
２５
日(

金)

大
雨
の
な
か
、
天
王

寺
平
和
委
員
会
は
、
大
阪
城
の
戦
跡
に

新
し
く
説
明
版
が
設
置
さ
れ
た
の
を
機

に
、
森
田
敏
彦
さ
ん
（
会
員
）
の
ガ
イ

ド
で
大
阪
城
戦
跡
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。 

防
空
通
信
隊
本
部
跡
、
天
守
閣
防

弾
跡
、
山
里
丸
の
国
防
館
跡
、
砲
兵

工
廠
化
学
分
析
場
を
訪
れ
ま
し
た
。 

今
年
３
月
に
文
化
庁
が
設
置
し
た

説
明
版
は
、
日
本
語
と
英
語
の
２
言

語
表
記
に
な
っ
て
い
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
に
ス
マ
ホ
を
あ
て
る
と
、
朝
鮮

語
、
中
国
語
等
の
説
明
も
見
ら
れ
る

便
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
は
新
聞
記

事
を
見
て
女
性
が
飛
び
入
り
参
加
し

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
感
想
文
。 

 
「
日
ご
ろ
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
大

阪
城
の
知
ら
な
か
っ
た
面
を
た
く
さ

ん
教
え
て
い
た
だ
い
て
大
変
勉
強
に 

         
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
」 

こ
の
方
は
夜
間
中
学
を
テ
ー
マ
に

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
こ
ん
ば

ん
は
Ⅱ
」
の
上
映
運
動
中
で
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
鑑
賞(

在
庫
あ
り)

し
、
上

映
運
動
に
協
力
し
ま
し
う
。 

 
  

爺
７６
才
の
半
生
、
誕
生
日
に
青
春

期
に
思
っ
た
事
を
何
処
ま
で
果
た
し

た
の
か
、
そ
れ
と
も
否
か…

 

浪
花
市
聖 

小
谷 

靜
良
７６
才 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８
月
２７
日
は
、
私
の
７６
才
の
誕
生

日
で
あ
る
。
私
は
６０
年
前
を
省
み
た
。

大
阪
を
去
り
、
和
歌
山
県
高
野
山
の

宿
坊
の
門
を
叩
き
、
寺
の
小
僧
と
な

る
。
高
校
通
学
と
寺
小
僧
で
暮
ら
し

始
め
た
。
中
学
の
頃
よ
り
日
活
青
春

ド
ラ
マ
が
大
好
き
で
吉
永
小
百
合
の

大
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
私
と

同
学
年
。
３
月
生
ま
れ
。
ち
ょ
う
ど
６

日
前
の
８
月
２１
日
昼
１
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ

Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
出
演
す
る
映
画

『
愛
と
死
の
記
録
』
が
放
映
さ
れ
た
。

こ
の
作
品
は
５４
年
前
１
９
６
６
年
の

映
画
で
あ
る
。
幼
い
時
被
爆
し
た
印

刷
工
の
青
年
（
渡
哲
也
）
と
楽
器
店
員

（
吉
永
小
百
合
）
の
純
愛
物
語
と
そ

の
逝
去
。
青
春
期
に
被
爆
に
よ
る
再

発
で
病
の
人
と
な
る
彼
、
支
え
る
彼

女
。
夢
あ
る
前
途
を
引
き
裂
か
れ
て

い
く
姿
が
哀
れ
で
あ
る
。
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
被
爆
体

験
も
な
か
っ
た
し
、
再
発
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。
結
果
、
私
の
視
点
は
固

ま
っ
て
行
き
、
反
核
、
反
原
発
、
反
戦

平
和
、
護
憲
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、

無
差
別
平
等
を
志
す
人
に
な
っ
て
い 

       

っ
た
。
生
業
は
と
他
者
に
言
わ
れ
た 

ら
、
葬
式
坊
さ
ん
兼
鍼
灸
師
と
答
え

る
。
あ
る
時
は
法
衣
を
つ
け
経
を
唱

え
、
あ
る
時
は
病
の
人
に
鍼
や
灸
を

す
え
る
。
そ
し
て
平
和
運
動
に
志
す
。

時
々
、
講
師
に
呼
ば
れ
、
お
話
を
始
め

る
。
人
び
と
に
育
ん
で
い
た
だ
い
た
。

日
々
好
日
の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
私

も
年
を
重
ね
、
足
腰
が
弱
く
な
り
、
杖

を
つ
き
な
が
ら
し
か
歩
め
な
く
な
っ

た
。
も
う
残
さ
れ
た
時
は
少
な
く
な

っ
て
き
た
。
生
あ
る
限
り
夢
を
食
べ

て
い
く
。 

 

《
元
・
大
阪
宗
教
者
平
和
協
議
会 

副
理
事
長
、
元
・
鍼
灸
師
》 

   

 

 

 

第三種郵便物認可   2244号      平 和 新 聞   2020 年 10月 25 日（日曜日） （2）  

 

 

  

会
員
百
人
達
成 

都
島
総
会 

 

【コロナ禍のなかお薦めの図書】  
□「給食の歴史」藤原辰史著 岩波新書 
 1960年代にさえ給食で栄養補給をしていた子どもたち
がたくさんいたことを知った。 
□「戦争と農業」藤原辰史著 インターナショナル新書 
トラクターが戦車に、毒ガスが農薬に変えられるなど

戦争と農業が密接にむすびついていることが語られてい
る。 
□「カブラの冬」藤原辰史著 人文書院 
カブラの冬とは 1916 年から 17 年飢饉のため 600 万人

のドイツ国民が餓死したことを指す。この経験に学んだ
ナチスは、ロマやユダヤ人の居住地や食料を取り上げ、
それを国民に回す政策をとり、国民の支持をとりつけた。 
      
 

 

 

浪
速
市
聖
の
つ
ぶ
や
き 

 

 

大
阪
城
歴
史
散
策 

 

 

平
和
友
好
団
体
宣
伝
行
動

会
員
百
人
達
成
で
総
会 

 

 

 


